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2018年の状況 

2月：給電＝観測再開 
4月：観測データ不良 
9月：不具合対処・観測再開 
9月：冬季閉所 
12月15日：給電＝観測停止 
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稼働状況2 
2017年11月～2018年1月：電力供給の問題＝予想される動作 
2018年  4月～2018年9月：検出器の問題  ＝原因不明 

外してあった不良管のHVコネクタが腐食 
床近くにあって雪解け時に浸水→短絡 

HVが機能していない状態 



Observation in Feb.-Nov. 2018 
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An event in August 2018 
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乗鞍岳における宇宙線連続観測(課題) 

PC WindowsXP 

電力供給：太陽光発電＋蓄電池 

観測機器：電源＋アンプ類＋DAQ(FPGA)＋PC 

冬季の観測停止を短くするには？ 

さらに省電力化？  
(すでに40W程度) 

増設？ 

サポート停止，セキュリティーリスク 

省電力化のためノート型：高価 
最近の製品：スペックが要求と合致しない 

更新をどうするか 



アイディア ラズベリーパイ等のミニPCを使う 

連続使用：1か月程度の連続稼働○ 
入出力：GPIO 信号数？，通信速度？ 
消費電力：？？？ 
価格：1～2万円程度 

チェックポイント 

I2C(serial BUS)を使って信号数

を増やす。 
通信速度の規格は 
 Low-speed mode:10kbits/s 
 Standard mode:100kbits/s 
 Fast mode:400kbits/s 
 High speed mode:3.4Mbits/s 

予備調査段階 



12/31 

屋外部分(現状) 

経年劣化 

手当前 手当後 



まとめ 
 
 
• 冬季閉鎖後，乗鞍ミューオン計は天候不良により12
月中旬から観測停止中。 

• HV系の不具合(短絡)のため4月～9月欠測。 
• 8月に小規模なCME様のイベントあり(乗鞍欠測)。 
          ⇒ ・SyowaNMでカウント数の減を観測。 
• 南極昭和基地での宇宙線観測装置が稼働中。 
 
 
 

本共同研究へのご支援に感謝します。 



参考： 
2018年8月のイベ
ント時におけるDst
と磁場の3成分 


	D02�乗鞍岳におけるミューオン強度の精密観測
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	Observation in Feb.-Nov. 2018
	An event in August 2018
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10

